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ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
に

英
国
で
出
版
さ
れ
た
英
訳
小
説
２
０
０
万
冊
の
う

ち
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
日
本
語
で
あ
る
本
は
４
分
の

１
（
約
50
万
冊
）
を
占
め
、
外
国
語
小
説
で
は
最

多
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
日
本
小
説
ブ
ー
ム
」

は
そ
の
後
も
続
き
、
昨
年
の
英
訳
本
売
上
げ
ト
ッ

プ
40
に
お
け
る
日
本
の
割
合
は
、
な
ん
と
43
％
。

そ
の
高
い
数
字
が
嘘
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
よ
う

に
、
日
本
の
小
説
が
英
国
の
権
威
あ
る
文
学
賞
に

相
次
ぎ
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
今
年
７
月
に
は
、
英

国
推
理
作
家
協
会
が
主
催
す
る
ダ
ガ
ー
賞
（The 
Dagger

）
の
翻
訳
部
門
を
王
谷
晶
の
「
バ
バ
ヤ
ガ

の
夜
」
が
日
本
人
で
初
め
て
受
賞
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
受
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
柚
木
麻
子

「BUTTER

」
も
同
賞
の
最
終
候
補
６
作
に
残
っ

た
上
、
昨
年
の
英
訳
本
の
売
上
げ
で
は
堂
々
の
第

１
位
。
ま
た
、
さ
す
が
ホ
ー
ム
ズ
や
ポ
ア
ロ
が
愛

さ
れ
る
国
だ
け
あ
っ
て
、
売
上
げ
第
５
位
に
は
松

本
清
張
「
点
と
線
」
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
英
国
の
ブ
ッ
カ
ー
賞
（The Booker 

Prize

）
の
国
際
部
門
に
も
川
上
弘
美
「
大
き
な
鳥

に
さ
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
が
最
終
候
補
と
し
て

入
っ
て
い
た
が
、
受
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
快
挙
の
背
景
に
は
、
２
０
１
６
年
に

ブ
ッ
カ
ー
賞
が
選
考
対
象
を
「
作
家
の
業
績
」
か

ら
「
個
別
作
品
」
に
変
更
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
米
国
で
も
２
０
１
８
年
に
全
米
図
書

賞
（
翻
訳
文
学
部
門
）
が
35
年
ぶ
り
に
復
活
し
、

英
訳
本
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、

映
画
や
テ
レ
ビ
、
演
劇
と
い
っ
た
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
出
版
界
で
も
人
種
や
性

別
を
超
え
た
多
様
性
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
要
因
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
英
国
で
の
日
本
小
説
の
人
気
ジ
ャ
ン
ル

は
、
犯
罪
・
ミ
ス
テ
リ
ー
系
と
癒
し
系
に
大
き
く

分
け
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
心
が
癒
さ
れ
る
ハ
ー

ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
小
説
は
別
名
「
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
・
ブ
ッ
ク
ス
（com

fort books

）」
と
呼
ば
れ
、

昨
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
日
本
小
説
で
半
分
以
上
を

占
め
て
い
た
。
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
の
特

徴
は
、
喫
茶
店
や
書
店
、
図
書
館
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
「
感
動
も
の
」
が
多
く
、
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
が
猫
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
温
か

な
時
間
や
心
の
交
流
を
描
く
に
は
、
猫
が
不
可
欠

…
と
英
国
人
は
感
じ
る
の
か
、
表
紙
に
猫
が
い
る

だ
け
で
売
上
げ
に
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
。

　

ま
も
な
く
冬
時
間
に
突
入
す
る
英
国
。
暖
か
な

自
宅
で
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
片
手
に
、
読
書
を
楽

し
ん
で
み
て
は
？

■ ここ数年、英国の書店に足を運んだことがある人なら誰で
も、英訳された日本人作家の小説が店頭に積まれているのを
目にしたことがあるだろう。実は今、英国では空前の日本小
説ブームを迎えている。今回は、日本人なら知っておきたい
人気のジャパニーズ・フィクションを紹介したい。

英国で日本の小説がブーム

日本人作家の英訳本
話題の
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36 歳シングル、彼氏なし。コンビニの
バイト歴18年の女性が、社会に馴染め
ず苦悩しながらも、小さな店でのルー
ティンワークに幸福と満足感を見出し
ていく姿を描いた物語。英国で累計 50
万部を売り上げ、英訳された日本の小
説への関心が一気に高まった。

Convenience Store Woman
Sayaka Murata
村田沙耶香「コンビニ人間」

「普通」とは何か？
日本小説ブームの火付け役になった
2016 年 芥川賞受賞作

３人の男性たちの財産と命を奪った、
若くも美しくもない女性。30代の週刊
誌記者は、欲望に忠実な彼女への取材
を重ねるうちに、自身の内面も外見も
変貌していき、やがて友人や恋人の運
命をも変えてゆく…。昨年、英国での
英訳小説売上げNo.1 を獲得した１冊。

BUTTER
Asako Yuzuki 
柚木麻子「BUTTER」

2007 ～ 09 年にかけて起きた
連続不審死事件がテーマ
2025 年ダガー賞 最終候補作

ある喫茶店のある席に座ると、自分が
望んだ時間に戻れる――。ただし過去
に戻れるのは、カップに注がれたコー
ヒーが冷めてしまうまでの間だけ。「過
去に戻れる」不思議な喫茶店で起きた、
心温まる４つの奇跡。表紙には猫が描
かれている。

暴力を唯一の趣味とする女性主人公は、
そのケンカの腕を買われて暴力団会長
の一人娘の護衛を任される。溺愛され
た「お嬢様」かと思いきや、彼女を縛
る苛酷な運命を知り…。２人で裏社会
の闇に対峙していく。ババヤガとは、
スラヴ民話に出てくる魔女のこと。

Before the Coffee Gets Cold
Toshikazu Kawaguchi
川口俊和「コーヒーが冷めないうちに」

The Night of Baba Yaga
Akira Otani
王谷晶「ババヤガの夜」

あの日に戻れたら、
あなたは誰に会いに行きますか？
感動のシリーズ１作目

臨場感あふれるアクションと
女性たちの絆を描いた
2025 年ダガー賞 受賞作

重度障害者である著者が、自身と同様
に難病のために車椅子生活をおくる女
性を主人公に描いた物語。両親が遺し
たグループホームで、怒りや欲望を
SNSにこっそり投稿していたが、ヘル
パーにアカウントを知られていること
が発覚し…。

Hunchback
Saou Ichikawa
市川沙央「ハンチバック」

2025 年 全米図書賞、
最終候補に残らずも大健闘
2023 年 芥川賞受賞作

仕事や人生に行き詰まりを感じている
人々が、ふと訪れた町の小さな図書室。
不愛想なのになぜか聞き上手な司書
に、誰にも言えなかった本音や願望を
つい話してしまい…。自分が「本当に
探している物」に気付き、前向きに明
日へ進む活力が満ちる１冊。

What You Are Looking for is in the Library
Michiko Aoyama
青山美智子「お探し物は図書室まで」

探し物は本？ 仕事？ それとも人生？
聞き上手な司書が、
背中をそっと押してくれる物語
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ホラー作家兼 YouTuber である著者に
よる、自身初の書き下ろし「長編小
説」。消えた男児が描いた「灰色に塗り
つぶされたマンションの絵」、山奥で見
つかった遺体が残した「震えた線で描
かれた山並みの絵」。彼らは何を伝えた
かったのか？

Strange Pictures
Uketsu
雨穴「変な絵」

何かがおかしい９枚の絵、
「謎」が解けますか？

イラストとともに描くミステリー

福岡県の海岸で起きた、役人の男性と
料亭の女中との心中事件。汚職にから
んだ複雑な背景、裏にひそむ恐るべき
奸計、殺害時刻における容疑者の完璧
なアリバイ――。列車時刻表を駆使し
た巧みな殺人を解明できるのか。松本
清張の最初の長編推理小説。

Tokyo Express
Seicho Matsumoto
松本清張「点と線」

1958 年刊行
松本清張ブームを巻き起こした
ベストセラー本

人類が絶滅の危機に瀕した、遥か遠い
未来を舞台に描く SF小説。生き抜く
可能性を含んだ、新しい遺伝子を持つ
人間の誕生に賭ける物語。不穏な世界
の中でも失われない人間の感情、生の
営みの切なさが、心を揺さぶると話題
の１冊。

Under the Eye of the Big Bird
Hiromi Kawakami
川上弘美「大きな鳥にさらわれないよう」

パンデミック、戦争を経た
新たな未来の人類史
ブッカー国際賞の最終候補作

大人気アニメーション監督の新海誠
が、1999 年に自主制作した全編モノ
クロの短編作品の小説版。都会で一人
暮らしをする、自分の感情を言葉にす
るのが苦手な女性と、その不器用さを
そばで見守る、彼女に拾われた猫の物
語。４本立ての連作短編。

She and Her Cat
Makoto Shinkai / Naruki Nagakawa
新海誠 / 永川成基「彼女と彼女の猫」

新海誠の幻のデビュー作
拾われた猫の視線で送る
女性とのほっこり生活


